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大道金松の官途について
 石井　良則（小笠原歴史研究会）
要　　　約
福井県出身の大道金松は明治後半に東京府小笠原島庁に勤務して以来、勧業課長並びに
植物検査官吏として農政に指導的な役割を果たした。彼の履歴を検討し、具体的な事例に
言及して、できるだけ事績を明らかにする。
Ⅰ．はじめに
大道金松は小笠原諸島におよそ 30 年にわたって在島在勤した島庁職員だが、その事績に
ついては幾つかの資料（図 1-8）が残っているだけで、彼の辿ってきた官途は殆ど埋もれた
ままであるといっても過言ではない。筆者は以前から小笠原営林署長の豊島恕清や林業試
験場技手の岡部正義について調べていたが、しばしば彼等に混じって大道の名前に遭遇す
るので、彼は小笠原の農林行政を検討する上で見過ごせない存在と考えるようになった。
更に大道の叙位裁可書を見たときは、彼が昭和戦前期の小笠原島政の中核を担っていた技
術官吏に相違ないと確信した。ただ、僅かな公文書だけでは彼の具体的な活動が読み取れ
ないと感じていた。
そこで元小笠原営林署の浅沼陽を通して、大道の長女である久保サトエが高齢ではある
が健在であることを知り、扇浦出身で都内在住の彼女に父親の思い出を語ってもらうこと
にした。また、大道の 4 男堅久の遺族から提供された戸籍関連情報も併せて参考にし、簡
単ではあるが大道金松の来し方を振り返り職歴を検討しながら、小笠原支庁勧業（農商）
課長として島政において重要な役割を担っていたことを推考する。官職に関する資料を手
掛かりにして小論の標題を設定した。大道金松に関する先行研究は今のところ見当たらな
い。
Ⅱ．大道金松の職歴について
1．東京府小笠原島庁技手として
昭和 11 年（1936 年）に作成された叙位裁可書「東京府技手大道金松叙位ノ件」に挟ま
れている履歴書を見ると、明治 38 年（1905 年）1 月 31 日付で「任税務署属給月俸拾貳円
判任」とあり、その直下に「四年一月六日」の在職（広田、1936）とある。生年や現住所、
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族籍は明記されているが、勤務先や民間企業に就職
した事実は省略されている。この履歴書の形式は判
任官在職期間を計算するために内務大臣官房人事課
並びに宗秩寮が文武官叙位進階内則に基づいて作成
した公文書の書式であろう。恐らく金松自身の内申
に基づいて担当部署がゴム印等で判任官相当の部分
のみ記載し作成したもので、同様の例が他にも多く
見出される。したがって該文書だけでは彼の官途を
把握することは出来ない。これを職員録で探すと、
｢ 八尾税務署越中国婦負郡八尾町税務署税務属」の
項目の末尾に「（月十四）大道金松」という記事（内
閣官報局、1907）が見出される。これは北陸 3 県を
統括する金沢税務監督局に採用され、傘下の八尾税
務署赴任を命ぜられたことを表している。履歴書に
月俸が 12 円とあるのも重要な記事で、これは明治
29 年（1896 年）に出された勅令第 345 号「税務属特別任用等ニ関スル件」中の第 1 条並び
に第 2 条に対応する内容である。即ちこの勅令以後に任官する税務属は 12 円の給与から開
始されるとあるからだ。だから勤続 2 年後に月俸 14 円になるのだろう。
その後の履歴書面に明治 42 年（1909 年）3 月 5 日付で ｢ 給九級俸依願免本官」とある。
この免官というのは文官分限令等では刑の宣告や懲戒処分、自己願い出、過員、廃官、あ
るいは障害等の事由がある場合に認められた身分上の変更を表す語であるから、久保サト
エの指摘するごとく「父は富山県の役所に勤めていたとき、馬で通勤していた。そのとき
に落馬して体に怪我をした。それで養生のため暖かい小笠原へ行った。」という事情は頷け
る。障害を負って退官を願い出たということだろう。八尾という地は、現在は富山県富山
市内に組み込まれているが、かっては県南の八尾町として存在した。長男の忠亮が生まれ
たところは八尾町東町 2082 の 3 番地であると改正原戸籍（吉野村、発行年代不詳） にある
から、金松はこの地から出生届を出し税務署にも通勤したことが分かる。勤務先には乗馬
で往復した。時日は定かでないけれども通勤中に落馬し、寒気が増すと打ち身の部分に疼
痛が発生したという。相当の挫傷で自宅療養を強いられたのかも知れない。しかしながら
何故養生先が暖地の沖縄や鹿児島方面でなく小笠原諸島であるのかだ。この島行理由につ
いては誰も語っていない。
税務署を辞めた翌年には、既に東京府小笠原島庁雇として彼の名前が公文書に登場する。
図 1　大道金松
大道きくゐ所蔵。年代不詳。
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それは明治 43 年（1910 年）12 月 23 日付の賞与原義 ｢ 小笠原島島司より府知事へ書記以下
賞与施行報告 ｣ 書中に、書記笹本恕、同岩崎直吉等の島庁官吏や各村世話掛（村長）と共
に「右職務格別勉励ニ付為慰労頭書ノ通リ給与ス」とあって、6 人の雇筆頭に「大道金松
金参拾五円」と明記されている（東京府、1910）資料である。職員録や履歴書には臨時職
員のために金松の名の記載がない。彼が島庁のどの部署に勤めたのかは分からないが、長
女が大正 12 年（1923 年）に扇村の官舎で生まれたことと大正 8 年（1919 年）1 月 31 日に
島庁勤めを辞し、糖業技術指導のため南洋殖産株式会社（後の南洋興発株式会社）に赴任
していることから、農事試験場大村本場か扇村分場に、もしくはその両方に勤務していた
のはほぼ間違いないだろう。
小笠原島庁は明治 17 年（1884 年）に農事試験場大村本場を設け、その後扇村、母島に
図 2　昭和 7 年 7 月 26 日、母島沖村において
前列中央平野綠支庁長、後列向かって右の眼鏡の
人物が大道金松、左端が新田瑞気（東京府技手兼
病虫害駆除予防監督員）。大道きくゐ所蔵。
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分場を、硫黄島に圃場を置いた。本場には主として熱帯性植物、果樹、標本園を、扇村に
模範林、種苗、病害虫試験、畜産関係を、母島評議平には蔬菜、果樹、種苗栽培を分担さ
せ、硫黄島にはコカ、デリス、シトロネラ、レモングラス、甘蔗の栽培試験を担当（東京
府小笠原支庁、1938a）させた。渡島した金松が、農事試験場に勤務して差し当たりどう
いった業務に従ったかについて明確ではないが、恐らく小笠原の主要産物であった甘蔗
（サトウキビ）栽培事業に関わったとみてよいだろう。
同島は明治 22 年（1889 年）頃から甘蔗栽培が始まり、最盛期の大正 8 年（1919 年）に
は「三三四四〇四七斤、八三六〇一二円」という産額（東京府、1929）に達し「本島陸産
の王者」（東京府小笠原支庁、1938a）であったが、糖業関係者の間では「本島ニ於ケル糖
業法ハ甚ダ幼稚ニシテ」（鹿、1919）、技術的には動力圧搾よりむしろ「畜力にて回転する
圧搾機」に頼って搾汁することが多く、それゆえに「六割五分以上の糖汁を搾出すること
至難なるのみならず経済上又不得策」（市原、1922）と言われた。金松も品評会や製糖組合
への指導関与を通して白下糖や黒糖、赤糖作りの実際を見聞し、牛力に頼る圧搾方法や釜
場等の施設運営に同様な課題を見出したに相違ない。これを補うべく府や島庁は例えば
「石油発動機を原動力とする横転式甘蔗圧搾機」を大正 10 年（1921 年）に導入し、翌年硫
黄島にも設置した（東京府、1929）。ところが ｢ 大正九年糖価下落以来は次第に減少の傾
図 3　昭和 8 年 8 月 16 日、母島沖村において
前列向かって右椅子に座る人物が児玉政介（東京府内務部長）、左椅子
が平野綠（小笠原支庁長）。後列中央が大道金松。大道きくゐ所蔵。
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向」、あるいは「欧州大戦後の不況に因り漸減して六万円前後に止まる」ような事態が出来
し、動力圧搾は十分に普及しないまま小笠原の糖業生産は下り坂となった。そして多くの
砂糖農家はこの時期から南瓜、胡瓜、茄子、トマト等冬期移出用蔬菜の栽培へ切り替えた
のである。
金松は糖業に関する知見を集積する中で、当時各府県で起きた甘蔗黒穂病やバナナ萎凋
病、蝗害といった植物病虫害対策にも関わったか、あるいはその惨害を見聞したに相違な
い。実はバナナ萎凋病は金松が家族と共に渡島した明治後半に既に起きている。彼が勤務
したと思われる扇浦の分場周辺から発生し、瞬く間に蔓延して父島のバナナが全滅した大
事件で、次いで大正 3 年（1914 年）5 月に母島でも起き、島庁がその前後に東京府の支援
を得て対応策（東京府、1929）を講じた。扇浦の病株は本体の中央部分の新葉が萎靡して
展開が鈍く、全体が粗硬になって黄変し一部を折ると音を発して容易に切断出来たので仮
に萎縮病と名付けたらしい。小笠原のバナナ栽培は一般的に粗放で、農園としては境浦や
扇浦の傾斜地に営まれることが少なくなく、あとは殆ど家屋の周囲や谷間の窪地、山腹の
斜面に数十株ずつ植栽されていた。単独で 11 町歩の地所に 11000 株のバナナを扶植する扇
浦の農家もあったが、概ね小規模栽培で、定植後は特に肥培することもなく十数年間はそ
のまま放置しておくために次第に痩せて収穫量も減少し時に病虫害も発生（台湾総督府、
図 4　昭和 11 年 7 月 30 日、母島御幸浜において
向かって右端が新田瑞気（母島出張所長，東京府技手兼属）、4 番目が大
道金松。大道きくゐ所蔵。
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1915）した。
最初のバナナ全滅事案の際に実施された施策の総予算は 3000 円余（農商務省、1924）
で、この特別予算に基づいた対策は農商務省農事試験場技師の派遣による土壌検査事業で
あった。大正元年（1912 年）の夏に島内各地の土壌、例えば父島字北袋津波雨山、字境浦、
字連珠谷、字南袋津、農場試験地跡等 22 地点の土壌の表土と底土あるいは肥土、痩土を採
取し、これらの酸度定量分析や成分比較試験（農事試験場、1922）を行い、その結果を得
て島庁は酸度や排水不良の汚染地の土壌入替や病株の移動禁止、焼却を全面的に実施した。
母島の場合も同様に実施され、大正 6 年（1917 年）頃から漸次生産が回復して再び盛況を
呈する（東京府、1929）ようになった。しかしながら、酸度の強い土壌の入替の他に
Panama Disease（パナマ病）のような黴に似た病原体 Fsarium oxysporum による病徴は
検討されなかったのだろうか。また、バナナの病虫害に比較的に強いと言われる北蕉種や
仙人種等の台湾バナナを移植してもよい筈だが、そういった記事は見当たらない。小笠原
のバナナ栽培に関しては未検討な部分が少なくないが、結果として徹底的な土壌管理策が
細菌対策にも同時に効いたと考えられないでもない。金松は後年病虫害駆除予防監督員に
就任するが、その下地はこの時の見聞や経験によるものに相違ない。
ところで、南洋殖産株式会社サイパン島出張所に糖業全般の技術指導のため赴任する
図 5　年代、場所不明
正面向かって第 2 列、右から 5 人目が大道金松、第 1 列 5 人目が平野
綠（支庁長）、8 人目が豊島恕清（小笠原営林署長）。大道きくゐ所蔵。
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（平野、1937）に当たって、金松は「依願免本官」という形で技手（技官）を辞めるが、文
字通り受け取ってよいか逡巡する。というのは、その後復職して前官経歴の延長と思われ
る 5 級俸を受け、島庁技手となっているからである。民間出向というのはあったのだろう
か。あるいは復職を前提に暫時会社に請われて赴任したのだろうか。憶測の域を出ないが、
そうした内々の約束がなければ帰り新参のような形となって、島庁第二課長（勧業課長）
就任の可能性も薄れるのではないか。ところがサイパンから小笠原に戻った金松は順調に
勧業課長に就任する。後述するが、大正末年は島庁が支庁に、大小林区署が営林局署と官
制の変わり目に当たっている上に、豊島恕清から金松へ勧業課長職の引き継ぎが行われる
重要な時期に相当するのである。
少し戻るが、サイパン島に赴く金松を相手とする南洋殖産株式会社は、創業が大正 6 年
（1917 年）という出来立てで、更に初代の尾高次郎社長が亡くなって手腕の未知数な新社
長に交代直後、また幾つかの経営上の問題が出ていた。サイパン出張所の規模も「小笠原、
八丈島方面から小作八十戸、その他の移民約三百名を入れ、全部で約四百町歩の土地を開
墾した」ばかりといった状態であった。当地には同業の西村製糖所も存在した。殖産の方
は何れは甘蔗収穫に当たっての蔗茎裁断や破砕、圧搾装置は蒸気や電力による動力利用に
切り替える意図は持っていたのだろうが、発足時は「工場は六十トンの手軽なもので、手
引きローラーを使用して白下糖の製造を始めた」（柴田、1941）ということであったから、
図 6　昭和 10 年秋、小笠原営林署竣功記念
正面向かって第 3 列、右から 3 人目が大道金松。浅沼陽所蔵。
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金松にとっては今までの甘蔗栽培の経験と知見を生かせば十分対応できるものであったと
言えよう。ただ既述のように、軌道に乗る前に殖産会社のフィリピン方面の主力である麻
事業やテニアン製糖所が失敗して、大正 9 年（1920 年）急遽サイパンも思わしくなくなり、
結局金松も見切りを付けて 3 年と少しで引き揚げざるを得なかったようだ。詳細は松江春
次の著作（松江、1932）に譲るが、彼が小笠原に戻ったのが大正 11 年（1922 年）5 月 15
日である。
この年に再就職した金松は、判任の「任東京府小笠原島島庁技手給五級俸」という辞令
をもらっている。ただ官等の記載はない。そして昭和 11 年（1936 年）8 月 31 日判任官 2
等で退官するまでの 14 年 3 月 17 日の間、勧業課長並びに「兼任植物検査官補」、「叙勲八
等授瑞宝章」の職位を維持して勤務する。そしてこの間に官制が変更された。繰り返すが、
先ず大正 13 年（1924 年）12 月 15 日付で島庁第二課長の豊島恕清が農商務省の東京大林区
小笠原小林区署長に任命される（豊島、1953）ものの、同月 20 日付で大小林区署官制が営
林局署官制に切り替わる時期であったから、しかもそれは同時に従来の島司兼任の山林事
務官が解かれることを意味し、結局新制の小笠原営林署長の豊島が島司の官有林管理業務
を引き継いで小笠原林政の専任（営林署技師兼林業試験場技師）となった。つまり東京府
図 7　昭和 10 年 5 月 18 日、支庁長官舎前庭にて、茅根房之介（幸橋税
務署属兼小笠原出張所長）送別会
正面向かって中央の碁盤を見る人物が大道金松、胡座のチョッキ姿の人
物は茅根房之介。浅沼陽所蔵。
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への委託から農商務省の直轄に戻った（農商務省、1924）のである。小林区署長を命じら
れた豊島はこの時に小笠原島庁第二課長即ち勧業課長の職務を金松に引継したと思われる。
ただ庁内の人事異動を示す文書が見当たらないので、金松が正確に何時勧業課長を命じら
れたかが特定できない。
勧業課長に就任したということは大村本庁勤務を意味するので、恐らく行幸前後に扇村
分場に在勤していたならば、扇浦の官舎より大村に転勤になったのではないか。履歴書に
は「大正十五年七月一日廃官、任東京府技手、給三級俸、小笠原支庁勤務ヺ命ス」とあっ
て、金松はこの日に「支庁長（地方事務官）の外に地方技師一名、属七名、技手十三名、
雇員嘱託若干名の職員」（東京府、1929）組織中の幹部職員となったのである。そうであれ
ば、7 月 1 日か 2 日が勧業課長の辞令日かも知れない。そして間もなく昭和 2 年（1927 年）
の行幸を迎え、彼は勧業課長の職名で宮中席次表に登場（東京府、1929）する。因みに第
二課は開拓初期の小笠原島庁内の事務分掌名で、島司の事務を三分し、第一課は戸籍、兵
事、視学、社寺を担当、第三課は会計、そして第二課は農商、水産、土木等を分属させた。
旧名称の 3 課は廃止された筈だが、『小笠原島総覧』にはなお行幸時には奉拝の席次が加藤
勢三地方技師（水産課長）・村井介之允東京府属（庶務課長）・壬生政道東京府属（会計課
長）・大道金松東京府技手（勧業課長）と順に記載されており、更に村井第一課長、大道第
図 8　閉会式場ニ於ケル知事ノ挨拶
向かって右隅横顔、白服姿が大道開催準備事務委
員長。『小笠原島紹介展覧会報告書』所載。
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二課長と記されて併用されている（東京府、1929）ので、小論でも踏襲した。
2．植物検査官補として
小笠原諸島の父島に植物検査官吏（判任官の植物検査官補）が新設された契機は、金松
が「昭和八年南洋ヨリ斯ノ恐ルベキ蜜柑小実蠅ノ入リ来レルアリ」と自著（大道、1935）
で述べているように、サイパン島から移入されたマンゴーの熟果にミカンコミバエの幼虫
が付着していて、その侵入した時日が 1933 年頃であると判明したことから急遽父島税関監
視署内に植物検査所が置かれたとしている。ミカンコミバエの侵入年については別に大正
中期に既に南洋群島から侵入したという説もあって（横浜植物防疫所、1985；尊田ほか、
1985）、時期の特定は一定してない。ただコミバエによる食害は顕著になりつつあったこと
は確かで、この時期の多くの小笠原農家には深刻な脅威であった。また、検査所設置の理
由は他にもあって、内地の事情、例えば横浜税関が南洋群島からの貨物の増大を父島税関
にも分担させ、検疫業務の効率化を図ろうとしたということも考えられないでもない。
金松は、父島税関の兼任植物検査官吏として入船時には大村埠頭に常駐して指揮を執り、
農産物保護の視点から臨検して病菌害虫の付着する貨物が見出された場合は焼却、移動禁
止処分を行った。昭和 9 年（1934 年）に東京府より金松の他に菊池虎彦、新田瑞気が病虫
害駆除予防監督員に任命された。この監督員は地方によっては委員としている例（千葉県
内務部、1909；福島県内務部第四課、1900） があり未設置のところもある。一応法的な根
拠によって具体的な病名と対策が提示されていて、小笠原諸島管内では昭和 8 年（1933 年）
以降検査取締が父母両島で不断に始められるようになった。以後、勧業課としても農政の
基本的な施策の他に植物検疫業務が大きな比重を占めることとなった。
久保サトエが談話の中で「父は内勤の他に、部下の松尾清司さん、釜谷玄造さん、松本
太郎さんたちを連れて、ミカンコミバエの調査のためよく屋外に出掛けた。駆除の研究を
していた。係の人を雇って、黄色い縞模様のある、普通のハエと少し違って小さいハエを
集めて調べた。木の下に吊したジュースの入れ物にハエが何匹いるかを見ていた。あまり
成果が上がっているようには見えなかった。」と語っているのは恐らくこの時期のことだろ
う。大村尋常高等小学校に通学した時期のサトエの見聞だが、子どもの観察ながらミカン
コミバエの食害が目立っていたこと、ハエの特徴をよく捉えていること、職員がトラップ
調査をしていたこと、検疫作業が進んでないことが暗示されていて鋭い指摘だ。因みに小
論では植物検疫 plant quarantine について、有害な生物の新たな侵入を防ぐことを防疫と
捉え、そのための検査や監視を検疫として用いている。
金松が昭和 10 年前後にミカンコミバエの調査研究に従事していたことは、昆虫学の専門
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家で盛岡高等農林学校教授の門前弘多が昭和 12 年（1937 年）8 月に来島してミカンコミバ
エ（蜜柑小実蠅）に関する実態調査を行ったときに随行して少なからぬ便宜を図ったこと
からも判然とする。小笠原支庁の依頼を受けて農学博士の門前が約 20 日間にわたって父母
両島を実地踏査した。父島では大村、扇村袋澤村、弟島、武田牧場に、母島では沖村、北
村、石門を踏査して多数の昆虫を採取しながら、平野綠（支庁長）や町田勇作（営林署長）、
岡部正義（林業試験場）等の加わった調査団一行は各島を巡回し農業状態や熱帯性植物の
分布、自然景観を観察した。その際、金松は博士の要請に即応してアルコール砂糖液果汁
試験や香油試験、黄梨瓜ブチルアルコール試験等の各種誘殺実験準備全般を手際よく用意
して博士から感謝（門前、1937）されている。
門前が行った実験は往時の駆除対策の水準を示すもので、金松等が取り組んでいた植物
検疫の現状を反映している点で興味深い。例えば黄梨瓜（真桑瓜）ブチルアルコール試験
を振り返ると、父島大村の東西両町にある、複数の青果店に依頼して、その店頭に釜屋式
誘虫瓶を吊し①水 100 cc に対して 100 g の黄梨瓜を加えた液、② 5 cc のブチルアルコール
を加えた液、③砂糖水 95 cc にブチルアルコール 5 cc を加えた液を注入して懸垂した。試
験結果は以下の通りである。
※ 第 6 黄梨瓜ブチルアルコール試験（8 月 16 日正午～ 19 日正午）
　 ①黄梨瓜の液 ② 5cc のブチル液 ③砂糖水ブチル液
甲　店 ミカンコミバエ♀ 1 ミカンコミバエ♀ 5 ―
乙　店 ― ミカンコミバエ♀ 2 ミカンコミバエ♀ 1
丙　店 ミカンコミバエ♀ 1 ミカンコミバエ♀ 3 ミカンコミバエ♀ 1
合　計 ミカンコミバエ♀ 2 ミカンコミバエ♀ 10 ミカンコミバエ♀ 2
時間的な制約があって、十分な実験が出来なかったと断っているが、⑴ Citronella Oil は
オガサワラミバエを多少誘引する力がある、⑵ Amyl alcohol あるいは Butyl alcohol はミ
カンコミバエの雌を誘引する力がある、⑶ 黄梨瓜の果汁はミカンコミバエの雌を多く誘引
する、⑷ バナナ、パパイアの果汁は多少ミカンコミバエを誘引する、⑸ 黄梨瓜の果汁に
Butyl alcohol あるいは Amyl alcohol を多少加えた液は多くのミカンコミバエを誘引する等
である。
これらの点を踏まえながら病虫害対策として、㈠食用果実には袋がけをする、㈡不必要
な果実、果樹は整理して伐採する、㈢病果、落果は集めて焼却する、㈣果実販売者は金網
箱や硝子箱に集荷した農産品を収納管理する、㈤蔬菜類は可能な限り青物を販売させ、種
子用の熟果は厳禁とさせる、㈥熟果は必ず袋がけにする、㈦寄生のおそれのある植物は伐
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採し焼却する等の処置を実施しておいて、なお 1、餌木として誘引産卵させる果樹を特定
地に培養し、産卵確認後悉く焼却する、2、誘虫瓶に黄梨瓜 100 g の搾汁に水 100cc を加え
た液にブチルアルコール 5cc を加え、更にチチュウカイミバエやオリーブミバエの駆除に
使う砒酸鉛を混入させる、3、果実の成熟 7 ～ 8 週間前頃より砂糖、砒酸鉛、水を加えたも
のや赤砂糖、糊状砒酸鉛、水を加えたものを散布する、4、華氏 110 度（摂氏約 43 度）の
蒸気にて熱し、移出用果実を燻蒸すると効果的だとも助言している。
植物検査官補だった金松や同行した小笠原支庁長の平野綠がこういった試験結果にどう
いう感想をもったかは分からないが、両人は既に開拓初期から積み重ねられてきた Banana 
Wilt（バナナ萎凋病） や Smut（甘蔗黒穂病）等の経験知を持っていて、更に昭和 10 年
（1935 年）に南洋庁の斡旋による内南洋の産業視察を行っており、サイパン支庁の移出入
植物検査事業やサイパンミバエについての知見があった（大道、1935）から、また、金松
には特にサイパン製糖所の実務経験もあったので、恐らくそれ程のインパクトは感じな
かったかも知れない。むしろ長女のサトエが指摘したように病虫害の根絶駆除の困難さに
改めて気付かされたと思われる。彼女と同年代の島民は役場や農協にミカンコミバエを捉
えて持参するとその場で買い取ってくれたとか、専門にタマナの葉裏に潜むミカンコミバ
エを取る雇い人がいたと回想している（吉田チヤ、2013 年；佐々木政治、2014 年）が、門
前は生態や寄主植物等の理由から、それは別種のオガサワラミバエであると批判（盛岡高
農学校同窓会、1937）していて、島内でも場所によって差があり、ミカンコミバエの存在
は認めるが、山林に多く見出されるミバエが必ずしもミカンコミバエとは限らないと指摘
している。結局当時の対策はやはり限界があって戦災もあったため、根絶駆除は戦後の対
策を待つほかになかった（横浜植物防疫所、1985）。
門前博士を案内した金松は既に小笠原支庁を退官して身分は「月手当七拾弐円勧業係嘱
託」（東京府小笠原支庁、1938b）であった。ただそれまでのキャリアと識見から小笠原島
政においては掛け替えのない人材であったことは明らかで、昭和 13 年（1938 年）におけ
る東京府館哲二知事一行の八丈島小笠原島視察旅行時には、諮問に対応するべく勧業係庶
務担当として 36 事務分掌中、商工業、博覧会共進会及び品評会、物産陳列館、商品陳列
所、農作物病虫害予防駆除試験並に調査、工芸品関係の事務主任（小笠原支庁、1938b）を
任されている。これらは金松が当該分掌に精通しているといった理由から任命されたと考
えられる。であれば、それは金松が渡島して以来主としてどういった分野の業務に就いて
いたかの手掛かりにもなる情報だろう。
また支庁嘱託の他に「兼横浜税関輸移入植物検査事務嘱託」（東京府総務部人事課、
1940）も務めている。大正 3 年（1914 年）の勅令第 90 号の植物検査所官制で奏任検査官
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と判任検査官補の任務が規定された。金松が検査官補に就いたとき検査所は税関組織に組
み込まれていたので、横浜税関の branch である父島税関監視署員として勤務（横浜税関、
1902）した。退官後に佐藤祐三郎が新勧業係主任（支庁処務細則改正で課名廃止）に着任
したが、蚕業専門の農林技手であったからか植物取締の面では十分活動する機会に恵まれ
たとは言えない。やはり金松が色々な肩書きを持っていて庁内で相当に影響力を持ってい
たようだ。
Ⅲ．おわりに
大道の学歴が記されている文献は今のところ見当たらない。ただ大道堅久の妻のきくゐ
は筆者宛の平成 15 年 11 月 22 日付書簡で、「義父は明治二十八年に福井農学校に入学して
三十二年に卒業した。」とか「現在の福井農林高校の第三期生だった。その後、大学に行か
れたそうだが、はっきりしたことは分からない。」と述べている。これと久保サトエの談話
が今のところ入手できた彼の学業情報である。
これによれば彼は福井農学校第 3 期生だったようだが、明治 28 年（1895 年）の福井農
学校はその前身である福井県立福井農事講習所（榎本、1894）をいい、これが福井農学校
に改称されるのは明治 32 年（1899 年）、さらに後で福井農林学校（牧野、1908）になって
いる。講習所は 2 年の教育課程で、農学校時代になると 3 年課程になる。第 3 期卒業生だ
ということを採用すれば講習所創立が明治 26 年（1893 年）なので、同 28 年の入学ならば
30 年の春に卒業でなければならない。ということは、出生地の尋常小学校を卒業するのが
12 歳の春である筈だから、そのまま講習所へ入所したならば、金松少年は 15 歳の春に、
つまり明治 30 年（1897 年）3 月に本校農科を修了、卒業していなくてはならないだろう。
高等小学校に進まずに農事講習所に進学したことになる。これを他府県の例と比較すると
15 歳もしくは 17 歳入学、場合によって年齢制限を外す（愛知県立農事講習所、1910）と
あり、講習期間は通年でなく 60 日、30 日と一様でない（石川県農会、1899）ので、福井
県の場合、尋常小学校修了後直ちに進学を認める制度があったのかも知れない。他の可能
性は既述のように明治 32 年（1899 年）に講習所が福井農学校に改められるので、そこを
起点にして 3 年後即ち第 3 期生として入学したと考えてもよいが、年齢が金松青年 19 歳と
闌けてしまうので、税務署に勤務したり東京遊学の時期とも重なったりするからちょっと
無理だろう。
そこで尋常科を経て直ちに講習所へ通学したと見なして前後を調べると、先ず生地は福
井県吉田郡吉野村猪谷（現永平寺町松岡葵）であり、大道きくゐから提供された戸籍情報
によれば、彼は明治 15 年（1882 年）6 月 2 日に大道家の次男として生まれている。講習所
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を経て間もなく上京した。明治 31 年（1898 年）から明治 37 年（1904 年）までの 7 年間の
期間中の全部か一部かは不明だが、久保サトエの談話では「父は東京に出て大学に通って、
夜は目黒医院の書生として医者の仕事を手伝っていた。何処の大学かは知らないが、卒業
後は一時小学校の代用教員をした。」と述べている。大学卒業については具体的なことは誰
も知らないので分からない。目黒が病院名か所在地名かも定かではない。この開業医には
後年金松が小笠原支庁に勤務中にも度々音信を交わしていて、事情で医院の不動産も入手
したらしい（久保サトエ、私信 2012）から、金松の同郷人もしくは縁辺に当たる人物かも
知れない。因みに金松は 26 歳で明治 41 年（1908 年）に、福井市出身の松川つまと婚姻し、
その年に第一子である忠亮をもうける。彼は富山県婦負郡八尾町（現富山市内）で生まれ
るが、他の兄弟 5 男 1 女は全て小笠原で生まれた。何人かは早稲田大学に進学した。サト
エと忠亮は 15 歳も違うので、彼女は扇村の官舎で大正 12 年（1923 年）に出生したことが
分かる。疎開前の昭和 19 年（1944 年）に都内の久保朝次郎に嫁した。
金松は父島大村の、現在は郵便局や役場のある大村川付近にあった 8、6、4.5、3 畳、勝
手の付いた官舎住まいで、毎日 5 分ほど徒歩で午前 8 時頃に出勤し午後 4 時に退庁した。
宿舎の軒先で竹竿に通した籠に鶯目黒目白、オオコウモリ、鶏を飼養し、庭には小屋掛け
してクロトン、フエニックスなどの植物をたくさん栽培していた。子ども達はオオコウモ
リにサトウキビなどを与えて掃除を担当させられ、臭いのには閉口したと久保は回想して
いる。付近には吉原三代吉（視学兼父島税関監視署長）、豊島恕清（営林署長）、水産課長、
支庁長の官舎があった。島外出張は度々あって、特に南洋群島産業視察では支庁長に同行
して長期間旅行すると共に、昭和 10 年（1935 年）7 月に日本橋三越百貨店で開催された小
笠原島紹介展覧会（倉田、1983）では開催準備事務委員長（東京府小笠原支庁、1935）と
してやはり数ヶ月旅行した。昭和 19 年（1944 年）6 月中旬の父島初空襲以後は、疎開準備
を始め 7 月末最後の強制疎開船で内地に向かい、故郷福井市内の九頭竜川辺で過ごした。
久保が戦後一時里帰りした頃は罹患し通院していて、間もなく昭和 27 年（1952 年）咽喉
癌のため金沢大学病院で死去した。著作は動物学雑誌所載のオガサワラウグイスに関する
随想（大道、1916）と南洋群島に関する調査報告（大道、1935）がある。技手在職中の日
記が相当数あったが父島空襲時に焼失した。現在、金松の子女では 92 歳の久保サトエのみ
健在である。
金松は昭和戦前期の小笠原諸島において主要産業であった糖業の専門家として出発し、
小笠原支庁勧業課長となってからは冬期移出用蔬菜栽培に力を入れるとともに、植物検査
官吏となって植物病虫害の駆除予防に努めた。戦争で島政が中断するまで小笠原農政の中
核的な技術官として活躍した。その意味で彼は川手文、豊島恕清、岡部正義と並んで、島
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政運営に寄与した有能な実務官僚であったと評価したい。
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